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原形 /２ｕＳｕ－ in／押す ／ｎｕｍ－ｕ､／飲む
否定 /２ｕＳｕ－ ran／ 押さない ／ｎｕｍ－ａｎ／飲まない







/2ｕｓｕ－ｔｏ・－taｎ／ ＊１ 押していた /ｎｕｄ－ｏ・－tan／ ＊２ 飲んでいた
連用形 /?ｕｓｕ－ｔｅ． マｕｒａｎ )／押して(いない） /ｎｕｄ－ｅ．（ マｕｒａｎ)／飲んで(いない）
命令 /？ ▼ｕｓｕ－ｒｅ。 ／押せ /ｎｕｍ－ｅ．／ 飲め

















































































連体 Ｖ－ｓａｒｕ ヴ－ｓａｒｕ ど－ｓａｒｕ
仮定 ▽－ｓａｒａ マ－ｓａｒａ ▽－ｓａｒａ
巳 ﾀﾘﾋＪＤｂ、 ▽－ｓａｒｅ マ－ｓａｒｅ ご－ｓａｒｅ






























































?aka・－？ Ｃｉ・ｒｕ・－Ｐ 1Drusiji Ｐ 2upo・ｋｕ－Ｐ
否定 ￣－yaaran ▼－ｙａａｒａｎ Ｖ－yaaran 2upo・ｋｏ・ｎｅ・ｒａｎ
過去 －yatan －ｙａｔａｎ －ｙａｓｓａ
－ｙａｔａｎ
－ｙａｔａｎ
過去否定 －yaarantan －ｙａａｒａｎｔａｎ －yaarantan 2upo・ｋｏ．
ｒａｎｔａｎ
ｎｅ。
連体 ？ ？ －，ａ －ｎｏ
仮定 Ｖ－ｙａｒａ ロ－ｙａｒａ マ
巳 ｸﾘとJOC、 ￣－ｙａｒｅ ￣ｙａｒｅ マ－ｙａｒｅ マ－ａｒｅ
連用 kｕ ？ ？
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これらの言葉は、原形を除き/－ｙａ…/の活用をするかに見えた。しかし以下の理由によ
り、これらは名詞および副詞十助詞/ya/＋動詞/2an/ではないかと推測するにいたった。
（i)まず、／?upo・ｋｕ／（多い、または多く）の活用語尾として、巳然形に/2are/が現れてい
るが、これはむしろ動詞/2are/であり、それを副詞/?upo・ｋｕ/そのものの形が、サアリ型形
容詞のク連用形と似ている事、かつ否定形は/2upno・ｋｏ・ｎｅ・fan/で、２連用形と同じ音韻
変化をおこしていることから裏付けすることができよう。
（ii)そうすると、他の語の巳然形/yafe/も、／ya/＋/2are/なのではないか。同様に仮定形は
/ya/＋/2afa/、過去は/ya/＋/2atan/ではないか。
（iijOそれでは、サアリ型と同じくヤアリ型として認めないのはなぜか。それは①原形に/＿
yan/を持たないこと、②/ya/は/sa/のように接尾辞ではなく、独立した助詞であることなど
が挙げられる。
ところで、／ya/＋/?an/の活用であるならば、否定は/－ｙａｎｅ・fan/となりそうであるが
/2aka・／（赤)、／(ii・ｒｕ・／（黄)、／pusiji／（不思議）の三つとも否定の項は、／＿yaaran／
である。／2㎡an/は/yan／（断定の助動詞）の否定であることは先程述べた（２．２．１参
照)。しかし、この/2afa､/を助動詞と見た場合、／－yaaran/は助詞/ya/のすぐ後ろに助動詞
が接続することになるので、文法構造的におかしい。この点は、私たちの力が及ばず、未解
決のままである。来年以降の調査に期待したい。
以上が私たちの調査における形容詞形態の分析である。
反省として、語彙として集めた形容詞のうち活用まで調べたものは少なかった事、助詞や
助動詞などの知識不足による混同、などが挙げられる。
また、私たちは、いわゆる学校文法にそった活用しか調べなかったが、例えば疑問形や希
望形といった本土の日本語にはない活用もあるのではないか、と思わせられる時もあった。
この問題は今後の調査に委ねたい。
３．あとがき
以上の調査報告は、短い期間で収集した資料に基づいた分析の結果である。いろいろ資料
不足のため、納得できないところもあると思うが、学生の実地調査体験としては、クラスで
習ったテクニックが十分に発揮できたと言えよう。
概説でも断わった様に、我々の目的は、通常言語地理学で行われる、地図を書くのみの目
的とは異なって、共時的なデータを分析したことによって通時的な琉球語の変化を把握する
ということにあった。従って、今後もこの様な調査を積み重ねることにより、もっと深く琉
球語の歴史を遡ることができるよう期待している。これからも、琉球語の一つ一つの方言に
関する調査を積み重ねて成果をあげながら、琉球語の専門家の意見をも取り入れ、Ｐｒｏｔｏ－
－１３４－
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Ryukyuという祖語のreconstructionを目指して努力していきたいと思う。
注
注１）1590年に琉球国が朝鮮出兵への協力を拒んだことを口実に、薩摩藩主の島津家久は、
琉球の討伐を企てた。1609年に島津は琉球に出兵し、征服した。島津氏の真の目的は、
琉球王国が行っていた中国貿易による利益を手中に収めることであった。これが島津氏
の琉球入りと呼ばれている事件で、こののちは、琉球は島津に年貢を収め、国王の代替
りや重職の任命には島津の認可を受けたり、人質を差し出す、など、薩摩の植民地のよ
うな立場になった。
注２）1971年の全国での廃藩置県とともに、琉球はいちおう鹿児島県の所管となった。しか
し、清国との関係（朝貢貿易）は続いていた。明治政府は、これを断ったため、まず、
1972年に琉球国を琉球藩とした。次ぎに、1975年に清国との関係を断つように琉球藩主
（もとの国王）に要求した。琉球藩はそれを拒否したので、1979年、明治政府は兵を
送って首里城を落とし、琉球藩を廃して沖縄県を置くことを宣言した。
注３）インフォーマントの氏名は次のとおりである。（順不同、敬称略）
伊志嶺朝敏、又吉千代、儀間竹子、仲本カメ、知念政徳、上間長和、新城信義、伊狩
典子、久手堅憲夫、伊江きみ子、
注４）phonetictranscription（音声表記）はスモーレーのものを使用した。
注５）⑦(a)は、「な行」「ま行」の子音としての対立として［ｍ］［n］が使われている場合、
⑦(b)は、「ん」の表記が表されている、すなわち、単独でモーラを作る場合の、nasals
である。
注６）日本語の「ん」は、［ｍ］［n］［9］の他、（語尾のvowelが）nasalizeされるものもあ
り、それらは、すぐ後ろに［b］がくる時は［ｍ］になる、などの様に、前後環境に左
右されるものと、単なるfreevariationのものとがあるようだ。
注７）ただし、今回のinformantは皆、比較的高齢者であった。実際、若年層の者の問では
にe］よりも［se］の方が一般的らしい。
注８）［s］のままである、［sa］［su］［so］も、注意して聞くと、首里方言ではわずかに
platalizationがおこっていて、［sa］［su］［so］とにa］［§u］［so］の中間者に近いきら
いがある。分布では一応対立を示しているものの、［s］とに］は、free-variationで
ある可能性もあると我々はみている。
注９）というのは、我々は、琉球語と日本語の関係を、以下の図のように考えているからで
ある。
Proto-Ryukyu-Japanese
狭…。Protｏ／、
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注10）consonantのphonemicchart図４で、枠内のものは、資料中に、minimalpairsが見出
せず、はっきりした対立は証明できない。（つまり同じphoneｍｅとは言いきれない｡）
一方、従来の日本語のかな表記の上では、区別せず、同じphoneｍｅとしてみているも
のもあるため、（例、「じ」＝［Zi]、［ji]、「ず」＝［dzu]、［zu]）ここでは推測にとど
まっているものである。ただし、表記の音は必ずしも一致するものではないので、我々
には、これらは別のphonemesとして区別する方向をとっている。特に、今回の分析は
我々自身で採集した資料に忠実に行なったので、『沖縄語辞典』の単語とも、食い違い
が出てくる場合もある。我々が実際に収録したものを優先したこと、また、かなり問題
点が残っているが、ここではこれ以上論ぜず、今後の調査で解明していくことを断わっ
ておく。
注11）また、図５図６において、vowelsのphonettcchartとphonemicchartが全く同じに
なっているが、これは、今回は、consonantsに重点をおいて、vowelsに関してはbroad
transcription（大まかな表記）しな行なわなかったためと思われる。確かに収録中、
［’］と［、］の様な、細かい違いにも気付くことはあったが、それがfreevariationか、
あるいはcomplementarydistributionをなしているかについては今回は論じない。
－参考
ａ……２，００９ａ：……349
ｉ……２，０３９ｉ：……161
ｕ……２，０６５ｕ：……ｌ３６
ｅ……１３ｅ：……ｌ９１
ｏ……０ｏ：……116
「伊波普猷先生が20年前、その頃メソジスト派の宣教師として那覇効外に滞在して
いた宣教師シュワルッ氏の依頼を受けて、新約聖書の一部を、琉球語の標準とも言
うべき首里方言に訳した“MannualofChristionWorkers，’の中の母音統計による
…」 （『那覇方言概説』金城朝永より）
注12）『沖縄語辞典』のphonettctranscription（音声表記）は、スモーレーのものではない。
注13）もっと精密に言うならば、Proto-Ryukyu-Japaneseとして考えるべきではないか
と思う。それについては、注９を参照。
注14）／ｏ・ttenso。、／（青々している）
／tongafito.、／（とがっている）など。
注１５）この動詞の活用は、上述の「動詞の形態」では資料不足のためふれていない。
－１３６－
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